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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。
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巻頭言
理事長就任にあたって　
愛知から、印刷の未来を彩る
「価値協創」の新たなステージへ　

理事長　酒 井  良 輔

生成 AI と共に歩む、印刷業の DX
さらに、今期私たちが真正面から取り組むべきは「積

極的なテクノロジーの活用」です。生成AI をはじめと
するテクノロジーの進化は、デザイン、編集、生産管理、
そして顧客への提案活動に至るまで、あらゆる工程に変
革をもたらしています。AI は私たちの仕事を奪うもの
ではなく、私たちの「創造性」を最大化させるパートナ
ーです。定型業務を効率化し、より付加価値の高い「考
える仕事」にリソースを集中させる。コア業務とノンコ
ア業務を明確に分ける。このDX（デジタルトランスフ
ォーメーション）の推進こそが、次世代に魅力ある産業
として印刷業を引き継いでいくための必須条件です。組
合としても、AI スキルの習得や先行事例の共有に力を
注ぎ、皆様の変革を全力でバックアップしてまいります。

愛知から、印刷の未来を彩る
愛知には、ものづくりの伝統と、常に新しいものを取

り入れる気概があります。この強みを活かし、印刷とい
う枠組みを「彩り豊かな未来を創る力」へと再定義して
いきたいと考えています。それには、「人と会うこと」、

「何かを決めること」、「『やめること』を決めること」と
定義し「価値協創」を一部の言葉に終わらせるのではな
く、日々の取引や地域社会への貢献の中に、目に見える
形として実装していくこと。その積み重ねが、印刷業の
誇りを取り戻し、新たな輝きを放つレジリエンスな産業、
そして未来へとつながります。
私たちは決して孤立しているわけではありません。全

国 3,500 社の仲間、そして生成AI という新たな知能と
ともに、愛知から印刷の未来を鮮やかに彩っていこうで
はありませんか。
皆様と共に、この挑戦の道を歩めることを楽しみにし

ております。

愛知県印刷工業組合の皆様、日頃より組合活動への多
大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
この度、理事長として 2期目の大役を仰せつかること
となりました。改めてその責任の重さを痛感するととも
に、変化の激しいこの時代に、皆様と共に歩めることを
光栄に感じております。
１期目の任期を振り返りますと、私たちはデジタル化
の波と社会構造の変容という、かつてない荒波の中にあ
りました。しかし、その中で見えてきたのは、印刷業が
単なる「製造業」に留まらず、地域の情報発信や文化を
支える「エッセンシャル・クリエイティブ・パートナー」
へと進化する大きな可能性です。２期目となる今期は、
これまでの種まきを確かな「実装」へとつなげる、実行
の２年間にしてまいりたいと考えております。

J-CONNECT がもたらす「3,500 社のネットワーク」
今、全印工連が推進する「J-CONNECT」の活用は、
私たちのビジネスモデルを劇的に変える鍵となります。
全国約 3,500 社に及ぶ組合員がデジタルでつながるこ
のプラットフォームは、単なる情報交換の場ではありま
せん。それは、一社では解決できない課題を、全国の知
恵と設備で解決する「巨大なバーチャル・ファクトリー」
の誕生を意味します。
地方の小さな印刷会社が持つ独自の技術と、都市部の
企画力がつながる。あるいは、特定のニッチ分野に強い
企業同士が連携し、新たな市場を切り拓く。こうした「つ
ながり」から生まれるシナジーこそが、私たちが目指す
べき「価値協創」の姿です。愛知の組合員一人ひとりが、
このネットワークを自社の武器として使いこなし、全国
の同志と手を取り合うことで、これまでの印刷業の枠を
超えた付加価値を生み出していきましょう。
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■愛印工組・4月期理事会

総会上程議案を審議
印刷組合を一つにつなぐ新プラットフォーム
「J-CONNECT」について

　理事会は、河原善高専務理事の司会で進められ、冒頭、挨拶
に立った酒井理事長は次のように述べた。
　「本日の理事会は、来月の総会に上程する議案である。7年
度の事業報告・決算書と8年度の事業計画・予算案などの承認
をいただく大切な場である。理事長就任から2年が過ぎたが、
大したことはできていない。推薦会議で推薦を受けたので、
総会で承認をされた際には、引き続き職務を務めさせていた
だく決意でいる。
　業界は、ホルムズ海峡の影響による物価高や印刷物の受注

開催、令和8年度の事業計画
などを進めており、本年度も
研修会、視察旅行、支部員同
士の交流など、活発な活動を
予定している。その中で、西
三河支部の北川毅理事（組織・
共済委員長）から4月4日に

「岡崎さくらコスプレ祭」を、
支部として企画開催したこ
とを報告。これは毎年恒例の

「岡崎の桜まつり」の魅力を国
内外に広めることを目的に、
印刷業界の新たな展開として
コスプレを活用した広告事業
の在り方を探る狙いもあった
とのこと。PRのために開設し
たSNSには数日間多くのフォ
ロワーを獲得するなどの成果
があり、当日は1,000人以上
のフォロワーを持つインフル
エンサーのコスプレイヤー達
80人以上が集まり、大変盛り
上がったことが報告された。
　その他、以下の事項につい
て連絡及び報告が行なわれ
た。

減少など厳しい状況が続いているが、名古屋而立会をはじめ
若い方々の活気を感じており、前向きに組合活動を進めてい
きたいと考えている。一方で、組合員数や賦課金収入の減少
など課題も多く、将来的な事業運営を見据えた取り組みへの
対応など、組合としての役割もますます重要になるので、皆
様方からの率直なご意見をいただき、今後の事業にしっかり
と反映していきたい」。
　続いて、酒井理事長を議長に議案審議に入った。河原専務
理事より加入・脱退の報告があり、「加入なし、脱退1社」が承
認された。これにより正組合員数は171社、賛助会員数21社
となった。
　また、令和7年度事業報告、同決算報告、令和8年度事業計
画案、同予算案、令和8年度経費の賦課及び徴収方法案、令和
8年度常勤役員報酬額、令和8・9年度理事・監事候補者などの
議案が審議され、いずれも承認された。
　その後、各支部活動報告が行なわれた。各支部とも総会の

挨
拶
を
す
る
酒
井
理
事
長

　愛知県印刷工業組合（酒井良輔理事長、愛印工）の令和8年
度4月期理事会が（第1回）が4月20日15時30分より、名古
屋・高岳のメディアージュ愛知（愛知県印刷会館）3階会議室
において開催された。理事会では、5月20日に開催される令
和8年度通常総会に上程される事業計画及び収支決算などが
審議された。出席者21名。
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　①全印工連「J-CONNECT」について（酒井理事長）
　「J-CONNECT」とは、全印工連が令和8年度にスタートさ
せる組合員企業向けの会員管理・ポータルシステム。印刷技
術やノベルティ企画の検索、受発注、SDGsへの取り組みな
ど、組合企業間の連携や情報共有を「結ぶ力」として強化・開
発されたデジタルプラットフォームになる。
　詳細は、追って組合員全社へ通知を行なう。支部員同士、委
員会活動、愛知県工組内でのやり取りにとどまらず、全国の
組合員と繋がることができ情報収集の場となるだけでなく、
有効活用すれば新規仕事の獲得や新たな協力会社との出会い
も可能となる。
　利用料金は、組合が負担することになるので、登録し活用
していただくのに損はないシステムになる。三役、委員長、支
部長、理事の皆さんには、委員会や支部の皆さんに丁寧に説
明していただき、組合員全社に登録していただけるよう協力
をお願いしたい。
　②令和8・9年度執行部および委員会編成の報告（酒井理事
長）
　令和8年度は理事長以下、副理事長5名、4委員会で運営。委
員会については、前年度までの「労務・新人教育委員会」と「経
営革新委員会」を一つにし、「人財育成・経営委員会」とする報
告があった。
　③組織・共済委員会より（北川委員長）
　愛印工組で加入促進に注力している「プリントリバースα」
に加入されている全国の会社代表者の声をまとめた資料を配
布し、まずは説明だけでも聞いていただければ、この共済制
度の良さを理解してもらえるので、その上で検討をしていた
だくよう呼びかけた。
　④支部における賦課金徴収について（河原専務理事）
　支部で徴収する賦課金について、未納の会社がある場合
は、組合へは未納分を差し引いて振り込み、未納分は入金が
された時点で（または次の四半期分に合算）振り込んでいただ
くよう要請する。振込手数料の支部負担が増えるが、万が一、
未納の組合員が事業停止（破産）された場合などを考慮しての
対応であることを説明した。
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　中小企業庁は、省力化や生産性向上へ踏み出すヒントを提
供する支援サイト「省力化ナビ」を公開した。省力化ナビで
は、業種別の課題とその解決策をイラストで分かりやすく例
示し、具体的な事例や相談先情報をワンストップで提供して
くれる。対応業種には、製造業、飲食業、小売業、宿泊業、建設
業、運輸業、自動車整備業などがある。
　特徴としては、中小企業のよくある悩みをイラストで表示
し、キーワードをクリックすると解決策のヒントやアイデア
が表示され、設備選定に係る情報や具体的な取り組み事例、
補助金や相談窓口情報などが紹介される。フォームに沿って
必要事項を入力するだけでOK。利用は無料。
　省力化ナビを活用すると、「中小企業省力化投資補助金（一
般型）」、「デジタル化・AI導入補助金」の採択審査における加
点要件となる。

　愛知県印刷協同組合（鳥原久資理事長、愛印協組）の令和8
年度4月期理事会が4月20日15時より、メディアージュ愛知
3階会議室において行なわれた。理事会の冒頭、鳥原理事長が

「早いもので令和8年度に突入し来月には総会が控えている。
本日は事業報告及び決算報告、そして8年度の事業計画、予算
案などを審議していただく」と挨拶。
　河原善高専務理事より、理事定数14名のうち本日の出席理
事9名で理事会の成立を報告。さらに、組合員の移動状況につ
いて、脱退が3社あり、令和8年度は173社でのスタートにな
ると報告。次いで、令和8年度通常総会上程議案について、令
和7年度事業報告、同決算報告、令和8年度事業計画案、同予
算案、令和8・9年度理事・監事候補者等の議案が審議され、い
ずれも承認された。

中小企業庁

「省力化ナビ」
省力化・生産性向上へ踏み出すヒントを提供

愛印協組・4月期理事会

通常総会上程
議案を審議
5月20日に
通常総会開催

鳥原久資理事長
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■日印産連

自主行動計画フォローアップ調査
労務費の価格転嫁が重点課題
手形サイト 60日以内は改善が進む

【合理的な価格決定（コスト反映状況）
【設問】単価の決定・改定にあたり、コスト増加分を
どの程度反映できましたか？

【回答】「概ね反映した（81 ～ 100％）」と答えた企
業の割合

支払い条件の改善（現金
支払割合）

【設問】取引金額が最も
大きい仕入先との取引に
ついて現金払い（製品な
どの受領日から 60 日以
内の現金払い）の割合を
お答えください

　●労務費の上昇を理由に取引価格の引上げを求められた場
合、協議のテーブルに着く割合は、全てについて対応できて
いる48.7％、概ね対応できている37.2％と合計86％が協議
を行なっているとの結果になった。
　▼重点課題に対する取組② 支払条件の改善（現金支払割
合）
　●全て現金払いについては、前年度から6ポイントの減少。
　●現金は、50％以上は前年度から11ポイント改善した。
　▼重点課題に対する取組② 支払条件の改善（手形サイト）

　令和7年度フォローアップ調査結果と分析

　▼重点課題に対する取組① 合理的な価格決定（コスト反映
状況）
　●コスト増加分を単価の決定・改正に概ね反映できた割合
は、原材料では71％だったが、労務費52％、エネルギー価格
55％については価格転嫁が十分ではない。
　●3費目とも、前年度からほぼ横ばいとなり価格転嫁が進
んでいない。

　日本印刷産業連合会（日印産連）では、「自主行動計画フォ
ローアップ調査」を実施した。調査期間は令和7年10月21日
～ 11月28日。調査企業は日印産連の会員10団体に加盟する
会員企業5866社のうち2547社を対象。回答企業は202社、
回答率7.9％。調査では、労務費、原材料費、エネルギー価格

の反映状況等について、「概ね反映した」と答えた割合が、原
材料価格は7割を超えた一方、労務費とエネルギー価格では5
割台に縮まっており、価格転嫁が進んでいない状況が明かに
なった。

　●「約束手形の廃止」は、廃止期間が間近となったことによ
り9割超の会社が代替方法を回答している。
　●「型取引に関する取引条件の明確化」では、「全ての企業に
実施した」「多くの企業に実施した」の合計が、28.9％と低く
改善が求められる。
　●「知的財産への対応」は、「あまり実施しなかった」「まっ
たく実施しなかった」と回答した割合が、前年は42％に対し、
当年は49％と増加している。
　●「働き改革への対応」については、短納期発注や急な仕様
変更などによるコストを発注側が負担したかの質問につい
て、「81％以上負担した」と回答した割合は、前年は34.2％、
当年は33.8％と3割程度にとどまり今後の課題になった。

　令和7年度フォローアップ調査結果（概要）

　●「労務費、原材料価格、エネルギー価格の反映状況」につ
いて、「概ね反映した」と答えた企業の割合が、原材料価格は7
割を超えたが、労務費・エネルギー価格は5割台となっており
価格転嫁が進んでいない。
　●「支払条件」は、「全て現金払い」について、前年度から6ポ
イントの減少となった。「現金50％以上」は前年度から11ポ
イント改善した。
　●「手形等サイト60日以内（30日以内含む）について、前々
年40％、前年38％に対し、当年は66％と大きく改善してい
る。「60日超の手形」は依然として3割を超えている。
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支払い条件の改善（手形サイト）
【設問】取引代金を手形等（約束手形・電子債権・
ファクタリング）で支払う場合、手形等のサイト
はどれくらいですか。

支払い条件の改善（約束手形の廃止）
2026 年 1 月 1日以降、支払手形の
利用が認められなくなる。今後発注
する取引の代金の支払いについて、
最も多いと考えられる支払方法は？
1、現金（製品などの受領日から
60 日以内の現金払）　2、電子債
権　3、一括決済方式　4、その他
5、分からない

　●手形サイト60日以内（30日以内を含む）と回答した割合
が、前々年40％、前年38％に対し、当年は66％となり大きく
改善。
　●60日超の手形は依然として3割を超えており、印刷業の
主要顧客である出版社や食品メーカーなど、支払サイトが長
いクライアント業界への周知等の働きかけが必要。
　▼重点課題に対する取組② 支払条件の改善（約束手形の廃
止）
　●「約束手形の廃止」については、廃止期限が間近となった
ことにより、9割超の会社が代替方法を回答。一方、「分からな
い」との回答が4.7％ある。
　【課題を踏まえた今後のアクション】
　●60日超の手形が3割を超えており、支払サイトの短縮
化が喫緊の課題だが、印刷業は受注産業であり、サプライ
チェーンの頂点となるクライアント企業から改善してもらう
必要があり、発注側業界団体への働きかけが必要。
　●2026年からの約束手形利用廃止、発注した物品などを
受領した日から起算して60日以内において定める支払期日
までに代金を支払う取組に向けて、発注側の大手印刷会社は

「現金化」（約束手形の利用廃止）を実施済であり、中小印刷会
社間の取引が問題となってくる。今後は印刷業界内の取引の
適正化に向けて、会員企業への周知徹底を図る。
　▼重点課題に対する取組③ 型取引の適正化
　●型取引に関する取引条件の明確化では、「全ての企業に実
施した」「多くの企業に実施した」の合計が28.9％と低く改善
が求められる。
　●量産終了後の型の保管費用支払では、約5割弱で実施さ
れておらず、改善の取り組みが必要。
　【課題を踏まえた今後のアクション】
　●型取引に関する取引条件の明確化及び量産終了後の型の
保管費用の支払、不要な型の廃棄費用の支払については進捗
が芳しくないため、サプライチェーンの最上流であるクライ
アント企業が加盟する業界団体に対し、協力要請の渉外活動
を強化する。
　●業界内取引においても、委託事業者となる大手・中堅印
刷会社（印刷工業会会員80社）に対しても、周知・協力要請を
実施する。
　▼重点課題に対する取組④ 知的財産・ノウハウの保護
　●知的財産への対応は、「全ての企業に実施した」、「多くの
企業に実施した」と回答した割合が、前年34％に対し、当年

30％と4ポイント減少。
　●「あまり実施しなかった」、「全く実施しなかった」と回答
した割合は、前年42％に対し、当年49％と増加しているが、

「全く実施しなかった」と回答した17社の理由としては「仕入
先には知的財産などが存在していないと考えている」（8件）、

「仕入先から知的財産に関する要望が出されていないため」
（8件）が多かった。
　▼重点課題に対する取組⑤ 働き方改革に伴うしわ寄せ防
止
　●働き方改革への対応は、66.7％が「特に影響はない」と回
答（前年58.1％）。
　●短納期発注や急な仕様変更等によるコストを発注側が負
担したかの質問について、「81％以上負担した」と回答した割
合は、前年は34.2％、当年は33.8％と3割程度にとどまって
おり、今後の課題となった。
　【課題を踏まえた今後のアクション】
　●コスト負担については、仕入れ先との価格交渉時の議題
の一つに入れるよう周知を行なっていく。

　今後の取り組み

　●取引適正化に向けた2026年度の重点課題としては、引
き続き労務費の価格転嫁が考えられる。原材料価格やエネル
ギー価格と比較して転嫁割合が低く、物価高を上回る賃上げ
の原資確保のためにも必要。
　●今後の活動として、労務費や原材料費などの物価上昇の
公的データや改正「取適法」の解説など、取引適正化に向けた
交渉材料を整備し活用を促す。
　●業界内取引も含めたサプライチェーン全体での取引適正
化を目指し、会員企業に対し「パートナーシップ構築宣言」の
要請強化に取り組む。
　●型取引の適正化・働き方改革への対応についても課題改
善に取り組んでいく。
　●最上流の委託事業者であるクライアント企業が加盟する
業界団体に対し、価格転嫁及び商習慣の見直し等取引改善の
渉外活動を強化する。
　●自主行動計画及び徹底プランの普及に向けては、会員10
団体の会長・専務理事が集まる会議及び日印産連の会員向け
機関誌や会員向けセミナーの開催等により、繰り返し周知を
行なっていく。
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■全国安全週間によせて

STOP！ 熱中症 クールワークキャンペーン
熱中症に万全な対策を！　
　　　　事業者・職長・作業者が取り組む事項

　厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署では、今年度
も、職場における熱中症予防対策の推進を図るため、「STOP! 
熱中症　クールワークキャンペーン」を展開する。中でも7月
を重点取り組み期間としており、特に、「①湿球黒球温度の差

（WBGT値）の把握とその値に応じた熱中症予防対策の適切
な実施、②熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、

「早期発見のための体制整備」、「重篤化を防止するための措置

の実施手順の作成」、③「糖尿病、高血圧症などの熱中症の発
症に影響を及ぼす恐れのある疾病を有する者に対して医師等
の意見を踏まえた配慮」などについて、周知・啓発に努めてい
る。愛知労働局においても「熱中症を防ごう！」と題した資料
を作成し対応を呼び掛けている。いずれにしても、職場にお
ける熱中症対策は喫緊の課題になっており、十分な対応が望
まれる。

　「熱中症」発生時の処置方法

　「熱中症」は、暑熱環境に身体が適応できずに起こる様々な
状態になる。例えば、熱失神、熱けいれん、熱疲労、熱射病な
どがいわれているが、現在では、一連の症状を総称して「熱中
症」と呼んでいる。
　熱中症の症状による分類（病態と対応）は次のようになり、
特に、熱中症の裏には脱水症状（水分、塩分などの電解質の不
足）が隠れており、また、大量の発汗、目がしみるような塩分
の濃い汗が出始めたら要注意といわれている。
　●重症度【Ⅰ度】
　●症状＝汗が、拭いても、拭いても出てくる（大量の発汗）。
めまい、立ちくらみ、筋肉のこむら返りがある（痛い）➡意識
障害を認めない。
　●対応：冷所に移し安静にして体を冷やす。水分、塩分を補
給する➡通常現場での対応が可能。
　●重症度中【Ⅱ度】
　●症状＝頭がガンガンする（頭痛）、吐き気がし、体がだる
い（倦怠感・虚脱感）などの症状が現れる➡集中力や判断力の
低下を認める。
　●対応＝Ⅰ度の対応に加え、必ず誰かが付き添うようにす
る。症状が改善しなければすぐに病院に運ぶ➡医療機関での

診察が必要。
　●重症度大【Ⅲ度】
　●症状＝意識がない、身体がひきつる（けいれん）、呼び掛
けに対して返事がおかしい、真直ぐに歩けない、走れない、高
い体温などがある➡意識障害や臓器（肝臓など）障害、血液凝
固異常を認める。
　●対応＝Ⅰ度、Ⅱ度の対応をしながらすぐに救急車で病院
に運ぶ➡入院（場合により集中治療）治療が必要。
※熱中症を見つけるポイント：①原因不明の発熱、②急激な
体重減少（7日以内に4％を超える体重減少）、③尿が濃くな
る、④わきの下が乾燥する、⑤舌が乾燥する、⑥手の甲の皮膚
をつまみ上げると直ぐに戻らない（3秒以上戻らない）、⑦脱
水症状になると血液は重要な臓器に集まるため、握手で手が
冷たく感じる。

　WBGT測定器の備え

　熱中症対策において作業現場で望まれるのが、気温や暑さ
指数（WBGT値）の実側になる。熱中症の発生は、気温のほか
に湿度や放射熱なども影響するので、より正確な測定が望ま
れ、作業現場にWBGT測定機を備えておく必要がある。
　暑さ指数を用いた指針では、暑さ指数が31℃以上の場合は

「危険」、28 ～ 30℃の場合は「厳重注意」で、日常生活におけ

●症状別緊急措置法 資料：愛知県労働局「熱中症を防ごう」
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る注意事項では、「高齢者においては安静状態で発生する危険
性が大きい。外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する」と
している。25 ～ 28℃の場合は「警戒」で、「運動や激しい作業
をする際は、定期的に十分に休息を取り入れる」、25℃未満
は「注意」とし、「一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働
時には発生する危険性がある」と注意を促している。

　労働衛生教育

　事業場で熱中症防止対策を的確に行なうには、管理者と作
業者が、それぞれ知識を持つことが重要になる。取り組み項

目は別項の範囲及び時間になるが、以前は、熱中症予防管理
者と作業従事者のみであったが、新たに職長が加わってい
る。
　※熱中症予防管理者とは、高温多湿な作業環境において作
業者の健康を守り、熱中症の予防と緊急対応を担う責任者。

　熱中症対策：取り組む事項

　労働安全衛生法が昨年6月に改正され、事業者に熱中症対
策が義務化された。すでに熱中症による死亡者が発生してお
り、一層の緊張感を持って対処していかなければならない。
作業者、事業主の取り組む事項をまとめた。
　■作業者が取り組むべき事項
　■日々の健康管理：熱中症の予防には、日々の健康管理が
最も重要になってくる。そのため次の事項に留意して健康管
理に努める。●夜更かしを避け睡眠時間を十分に確保する●
朝食は必ず取る●飲酒は適量に、脱水を防ぐため就寝前や起
床後に少なくともコップ1杯程度の水分を取る。
　■適切な休憩：仕事に集中するあまり〝終わるまで〟とか〝一

WBGT 測定器
作業現場のWBGT 値をチェック。必ず黒球付きのJIS 規格適合
品を選ぶ。太陽光のある場所、ない場所で条件が異なるので、こ
まめに実測することを奨めている

職場における熱中症による死傷者数の推移
（12 月未速報値の比較）

下がった17時台や18時代以降に死亡に至るケースも少なか
らずみられるが、これらには、日中には重篤な症状がみられ
なかったにもかかわらず、作業終了後や帰宅後に体調が悪化
した事案が含まれている。
　年齢別発生状況では、年令別に死傷者はいずれの年齢でも
みられるが、50歳代以上で全体の約52％を占めている。その
うち死亡者は40歳代以上に集中しており、50歳代以上で全
体の約87％を占めている。一般に高齢者は、加齢による身体
機能の低下等の影響により、熱中症を発症するリスクが高い
ことから、死亡災害に至る割合が高くなっていることが考え
られる。
　熱中症による死亡災害の事例では、総数は15件で、全て男
性になっている。発症時・緊急時の報告体制の整備及び周知
を確認できなかった事例が2件、措置手順の作成及び周知を
確認できなかった事例が3件、熱中症のための労働衛生教育
の実施を確認できなかった事例が8件あった。また、糖尿病、
高血圧症などの発症に影響を及ぼす恐れのある疾病や所見を
有している者への配慮を行なっていなかった事例が7件あっ
た。

　職場における死傷災害の発生状況
　死傷災害の発生状況（速報値）では、死亡を含む休業4日以
上の死傷者数は1,681人（死亡者数は15人）となっている。死
亡者数は減少したものの、死傷者数は前年比約4割の大幅な
増加となった。
　業種別発生状況では、死傷者数1,681人のうち製造業が最
も多く337人、建設業278人、商業が221人となっている。死
亡者数については15人のうち建設業が5人と最も多く発生し
ており、次いで、警備業が2人となっている。いずれの年も、
製造業と建設業で約4割を占めている。
　月別発生状況では、1,681人のうち約7割が7月または8月
の2か月間に集中し、死亡者数についても同様になっている。
月別の状況から、暑くなり始めた時期に急激に死傷者数及び
死亡者数が上昇し、その後に横ばいになり、9月に急激に減少
する傾向がみてとれる。
　時間帯別発生状況では、午前中や午後3時前後の被災者数
が多くなっていることが窺えるが、いずれの時間帯でも発生
がある。死亡災害についても同様にみられる。なお、気温が

熱中症による業種別死傷者数の割合（2021
〜2025 年）（12 月未速報値の合計）
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段落つくまで〟と、つい無理をしてしまいがちであるが、例え
それが作業途中であっても、休憩時間には作業を中断し確実
に休憩をとるようにする。また、管理者から休憩を指示され
た場合には、自分の判断で作業を続けずに指示に従う。
　■水分、塩分補給：熱中症の予防のためには、あらかじめ
水分、塩分をとっておくことが重要になる。喉が乾いてから
摂っていては手遅れになる場合もある。1日の作業開始前や
休息時など、作業に取り掛かる前には、例え喉が渇いている
自覚がなくても十分に水分、塩分を補給する。
　■体調の悪さを感じたらすぐに申し出る：体調の悪さを感
じても「少し休めば大丈夫」と、つい無理をした結果、重篤な
症状となったケースが非常に多くある。兆候を感じたらまず
は管理者に申し出て、自分で判断することは避ける。
　■事業者が取り組むべき事項
　■WBGT値の把握と評価：作業現場にWBGT値測定器や
温度計を備え、現場の状況を把握する。また、WBGT値と基
準値をもとに評価、管理を行なう。
　■WBGT値の低減：簡易な屋根、通風・冷房設備、ミスト
シャワーなどの散水設備などを設置し、WBGT値を低減する
よう検討する。
　■作業時間の短縮・休憩：WBGT基準値を大幅に超える場
合には、原則、作業を行なわないようにする。管理者が支持
し、作業時間の目安を参考に定期的に休憩をとる。WBGT基
準値から超過した場合の1時間当たりの休息時間は、1℃度程
度超過の場合15分以上、2℃程度超過の場合30分以上、3℃
程度超過の場合45分以上、それ以上は作業中止が望ましいと
している。
　■休憩場所の整備：作業場所の近くに冷房を備えた休憩場
所、または、日陰などの涼しい休憩場所を確保する。横たわる
ことができる広さが最適。休憩場所には、身体を冷やすこと
のできる水、冷たいお絞り、水風呂、シャワーなどを用意。ま
た、水分・塩分補給のために飲料水、スポーツドリンク、経口
補水液などを備える。
　■暑熱順化：作業者の暑熱順化（熱に慣れ、環境に適応して
いること）有無は、熱中症発生に大きく影響するので、計画的
に暑熱順化期間を設ける。順化のため7日以上かけて熱への
暴露時間を次第に長くする。夏期休暇などで熱への暴露が中
断すると、4日後には暑熱順化の顕著な喪失が始まることに
留意する。
　■水分および塩分摂取のための整備：休憩場所などに水分・
塩分補給のための物品・設備を備える。作業開始から終了後
まで、定期的に水分と塩分を補給できるように配慮する。点
検表や巡視により作業者が確実に摂取しているかを確認し管
理する。
　■服装など：透湿性・通気性の良い服装を準備する。送風機
能のある作業服などの着用も検討する。直射日光下での作業
は、通気性の良い帽子、ヘルメットなどを準備する。
　■健康診断結果に基づく対応など：次のような疾病は、熱
中症の発生に影響する恐れがあるので、医師などの意見を踏
まえて配慮を行なう。糖尿病／高血圧症／心疾患／腎不全／
精神・神経関係の疾患／広範囲の皮膚疾患／感冒・下痢など。

　■労働衛生教育：熱中症対策のためには、管理者と労働者
がそれぞれ知識を持つことが重要。雇い入れ時、新規入場な
どの機会をとらえて教育を行なうのが望まれる。この労働衛
生教育については、作業を管理する者向けと労働者向けとが
用意されている。
　■作業場の管理：熱中症予防管理者は次の業務を行なう。
　●WBGT値（暑さ指数）の低減対策の実施状況を確認●各
労働者の熱への順化の状況を確認●作業開始前に労働者の体
調を確認●WBGT値の測定結果を確認し、結果に応じて作業
の中止、中断を判断●労働者に異常があった場合、病院への
搬送や救急隊要請を行なう。

※参考資料
● STOP! 熱中症クールワークキャンペーン：厚生労働省・都道府
県労働局・労働基準監督署●熱中症を防ごう STOP ！熱中症 クー
ルワークキャンペーン愛知労働局●学ぼう！備えよう！職場の仲間
を守ろう！職場における熱中症予防情報●熱中症情報 HYPERLINK 
"https://www.wbgt.env.go.jp/"https://www.wbgt.env.go.jp/

管理事業者の労働衛生教育

職長等現場で作業従事者を指揮する者向け教育

作業従事者向け教育
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C4080広告

〒460-0008 名古屋市中区栄3-1-1広小路本町ビル７階

プロフェッショナルプリント事業部プロフェッショナルプリント事業部中日本営業部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

　名古屋而立会（加藤隆司会長、以下、而立会）は、4月15日午
後6時より、名古屋栄のホテル名古屋ガーデンパレスにおい
て、「令和8年度総会」を開催した。総会では、安藤利幸会長か
らバトンを受けた加藤隆司会長が「今年度の年間テーマは、

『知る・伝える』、サブテーマを『〜現状を把握し、新たな一歩
を踏み出す〜』」と表明し、新たなスタートを切った。OB会員
を含め49名が参加した。
　総会の冒頭、挨拶に立った加藤新会長は、会長の就任の決
意を次のように述べた。
　「ただ今、ご紹介に預かりました、令和８年度 名古屋而立
会 会長を拝命いたしました鬼頭印刷株式会社の加藤隆司で
す。どうぞ宜しくお願い致します。
　早速ですが、今年度のテーマに『知る・伝える〜現状を把握
し、新たな一歩を踏み出す〜』を掲げさせていただきます。
　私事ですが、先日事業継承をいたしました。その大きな節
目が近づく中で、自社の今後について深く考える時間が増え
ました。そんな中、而立会の例会や仲間や先輩との交流、会社
見学、他団体のセミナーなどを通じて、たくさんの方とお話
しする機会をいただきました。そこで成果を出されている企
業に共通していたのは、自社の強みや現状を理解し、その強
みを活かすために明確な方向性を定め、戦略的な仕組みづく
りをされていることでした。
　自分自身を振り返ったときに、今まで色々学んできました
が、それをきちんと、社員やお客様に伝えられているだろう
か？色々考える中で、〝知る＂ことで対策の根拠を持ち、〝伝え
る＂ことで選ばれる価値を作る。この基本を徹底することこ
そが、大事なのではないかと思いました。
　今年度は、この『知る・伝える』を実践するために、まずは自社
の現在地を知るための最も客観的な指標になる数字、その数字
で見えた課題を解決する手段となる仕組み、そこでわかった自

社の強みや課題を伝える技術を学びたいと思います。
　自社の数字や現場の課題を正しく〝知り＂、そこで得た強み
を顧客や社員に〝伝える＂技術を磨くことで、学びを単なる知
識で終わらせず、自社の利益と組織の活性化に直結させ価格
競争に陥らない〝選ばれる企業＂を目指し、学びましょう。こ
の学びを形にするためにも、例会はもちろん、委員会や懇親
会・また緑友会などの他団体のイベントにも積極的にご参加
いただきたいと考えています。
　例会で得られる知識も貴重ですが、その後の懇親会や、委
員会などで交わされる本音の会話や交流から得られる気づき
もたくさんあります。実際に私自身も色々な学びや気づきが
ありました。また、来年は記念すべき70周年を迎えます。今
年度はその大切な節目に向けた助走の年でもあります。
　最後になりますが、皆さんのお役に立てるようしっかり
と、精一杯、会長という役目を務めさせて頂くことをお約束
して会長挨拶とさせていただきます。
　１年間、どうぞ、宜しくお願い致します。」
　総会は、令和7年度事業報告、緑友会・その他事業報告、同
決算報告、令和8年度事業計画案、同予算案などの審議が行な
われ、いずれも原案通り承認された。
　新入社員紹介では、令和7年度秋に入会の鳥原裕史氏（㈱マ
ルワ）、令和8年度春入会の庄田慎二氏（中央紙通商㈱）が紹介
された。また、宮田洋鉱氏（㈱マルミヤ）のOB会員移行が報告
された。
　その後、OB会員を交え懇親会が開かれた。
　【令和8年度役員】（敬称略）
　●会長＝加藤隆司（鬼頭印刷㈱）
　●副会長＝柴田亮三（名鉄局印刷㈱）、野田将行（㈲シンセ
イ印刷）、●吉川雄季（㈱プリポート）

名古屋而立会・総会

第53代会長に加藤隆司氏（鬼頭印刷㈱）
副会長に柴田亮三・野田将行・吉川雄季の3氏

加藤隆司氏
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で回答する。現在取引がある発注先のうち、最大３社まで記入
でき、「予定回数を超える校正作業」、｢横持ち運賃・多拠点納品
｣、「支払手数料の負担要請」等の項目から取引上の悩みを選択

（複数回答可）、悩みの具体的内容について自由回答欄もある。
　回答内容は、取引適正化に向けた実態把握、対策の検討、中
小企業庁等への報告、相談に活用し、個別の企業名が公表さ
れることはない。匿名での報告・相談も可能としている。
　日印産連では、「取引適正化新プロジェクト」を中心に、サ
プライチェーン全体での価格転嫁促進、取引習慣の見直しな
ど、健全な商取引の推進に努めていくとしている。

　日本印刷産業連合会（日印産連）は、この程、同連合会の
Webサイト上に印刷業界独自の｢適正でない取引に関する報
告・相談窓口｣を設置した。サプライチェーン全体での取引適
正化を推進する観点から、業界内取引の実態を客観的に把握
し、団体の枠を超えた情報の共有と改善策を講じることを目
的とするもので、今年度に新設した「取引適正化新プロジェ
クト」の一環になる。
　【窓口の主な目的】
　●中小企業が声を上げやすい、安心して率直に意見がいえ
る環境の整備
　●不公正取引の早期発見・早期是正
　●行政（経済産業省・公正取引委員会・中小企業庁）への報
告、相談
　エスカレーション機能
　●取引適正化の自主行動計画・標準契約書・ガイドラインへ
の反映など、業界全体の取引慣行の標準化
　利用対象は日印産連の会員10団体加盟企業で、取引上で不
適切な点、又はその懸念がある取引事例を定型フォーマット

　日本郵便㈱は、「第40回全日本DM大賞」の受賞作品を発表
した。今回は、DMの使途に沿って、「新規顧客部門」、「継続顧
客部門」、「インビテーション部門」の3部門に分けて審査を実
施、部門ごとに受賞作品を決定している。なお、「金賞・グラン
プリ」は金賞受賞作品の名から選定している。
　＜受賞作品＞
　【金賞・グランプリ】
　●作品名：「試着気分！スニーカー〝体感〟DM」
　●広告主：アシックス商事㈱
　●製作者：富士フイルムビジネスイノベーションジャパン

PICKUP NEWS

日印産連

取引報告・相談窓口を設置

不公正取引の早期発見と早期是正

日本郵便

第40回全日本DM大賞

金賞「試着気分！スニーカー〝体感〟DM」

「取引上の悩み」に関する報
告・相談窓口の対応フロー（役
割と連携の整理）
日印産連は、加盟企業から
の「取引上の悩み」に関する
報告・相談を受け付ける窓口

（Web）を設け、関連する10団
体と業界課題を共有、対策を
協議し、関連団体・行政との連
携を含め、問題解決を支援す
る体制を確立。
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

㈱、フュージョン㈱
　●内容：リニューアルしたアシックスウォーキングの「PE
DALA RIDEWALK 2」の告知と、全モデルからの買い替え促
進および休眠顧客の活性化を目的としてDM施策を実施。化
粧品などのようにサンプルを封入できない商品で、どうすれ
ば五感に訴えることができるかを考えた結果、圧着展開型の
DMの外面にほぼ実寸大の商品画像を印刷し、足入れ部分の
点線に沿ってカットすることで、足首を入れて疑似的に試着
できるように設計した。中面では、スタイリングイメージか
ら開発者による解説など、高価格帯商品を納得して買っても
らうための情報を掲載した。これにより、前年同時期に実施
した別モデルでのDM施策との比較で、142.9％の購入者数
を記録。EC購入率では、通常の2 ～ 5％台を上回る8.1％と
なった。店舗スタッフにもDMは好評で、顧客向けのDMとし
ての機能にとどまらず、社内コミュニケーションの活性化に
もつながった。
　【金賞（新規顧客部門）】
　●作品名：「人手不足でピンチ！タイミーの物流現場レス
キュー便」●広告主：㈱タイミー●制作社：フュージョン㈱
　【金賞（継続顧客部門）】
　●作品名：「新年早々縁起づくし！大きな年賀状でMRも2
倍以上！」●広告主：㈱産直●制作者：㈱プラナクリエイティ
ブ、㈱コーユービジネス
　※審査員特別賞（クリエイティブ部門）を受賞
　【金賞（インビテーション部門）】
　●作品名：「注文数100件超！ AI検索で脱皮するアツモリ
年賀状」●広告主：アツモリ㈱●制作者：アツモリ㈱

金賞・グランプリ
「試着気分！スニーカー〝体感〟DM」アシックス商事㈱
外面には、ほほ実寸大の商品画像を印刷し、足入れ部分の点線
に沿ってカットすることで足首を入れて試着できるよう設計。

　㈱帝国データバンクは、「印刷業」の倒産・休廃業解散発生状況に
ついて調査・分析を行ないこのほど公表した。それによると2025
年の印刷業の休廃業・解散（廃業）は230件（前年度比18.6％、36件
増）となり、年間で最多を更新した。倒産（法的整理、負債1000万
円以上）の91件と合わせ、年間で300件超の印刷業者が市場から退
出した。デジタル化によるペーパーレス化の進展と、紙やインクな
どの資材高騰、市場縮小により人材が思うように獲得できない、ま
た、代表者の高齢化が深刻といった経営課題を抱え、事業継続を諦
める印刷業が増えている。
　帝国データバンクでは印刷業の現状について、「『情報を広く安く
伝える』役割を担ってきた印刷業は、近年はインボイス制度の導入
による紙での伝票・帳簿印刷の需要減や、アプリやSNSの台頭によ
るチラシ・DMの需要減に直面した。『新聞の折り込みチラシがスマ
ホでのデジタル広告に取って代わられた』との声もあるなど、紙需
要の消失が経営体力をむしばんでいる。加えて、印刷用紙やインク
など資材の高騰、電気代、物流費、人件費といったあらゆるコスト
が高騰するなか、印刷需要の減少で失注を恐れて、コスト上昇分を
販売価格に転嫁できず、利益が出ない受注が常態化したことで、事
業継続を諦める印刷業が増加したとみられる」と分析し、さらに付
け加え、「これまでの『巨額の設備投資による大量印刷・低コスト化』
を前提としたビジネスモデルが、需要減と稼働率の低下によって投
資負担が重荷となっている。食品メーカーやファストフード店向
け食品包装材の印刷を手掛けていた中堅クラスの印刷業では、過年
度の大型設備投資に伴う減価償却の負担に加え、原材料の高騰など
の影響が大きく、自力での再建を断念した。また、印刷業のなかに
は本業の需要減を補おうと、健康食品の販売や飲食店の経営など、
自社と関係の薄い事業への参入を試みたもののうまくいかず、却っ
て経営体力の消耗を招いたケースもみられた」と指摘する。
　足元では、Webサイトの構築やAR技術の活用、動画制作、業務
のアウトソーシングなど、印刷業の知見を活かした「デジタルソ
リューション営業」へと、事業を転換する動きもみられる。また、廃
業や撤退が相次ぐ現状を好機と捉え、積極的に新規顧客を引き受け
る「残存者利益」の獲得、インバウンド需要の拡大で重要が伸びる
土産菓子のパッケージング印刷など、局地的なニーズを取り込み、
売上高を伸ばす印刷業もみられた。ただ、印刷業全体の売上高は、
ピークだった2007年度（8.3兆円）に比べ7割の水準にとどまって
いる。紙需要の縮小という逆風のなかで、新事業を開拓していくこ
とは経営の苦しい中小企業にとってハードルが高い。
　帝国データバンクでは、「紙やインク代、光熱費といったコスト高
も続くなど、業界環境が好転する材料も乏しいなかで、事業を諦め
る印刷業は今後も増加する可能性が高い」とみている。

印刷業の倒産・休廃業解散発生状況

｢印刷業」苦境、廃業最多に
コスト高・ペーパーレス・人材難の3重苦

帝国データバンク
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　【CSR 取組項目を選択制に移行】
　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）
では、第 54 期（2026 年 9 月）CSR 認定「ワ
ンスター認定」の募集を行なっている。
　CSR は、企業が社会から信頼され魅力
ある会社となるための企業戦略・成長戦略
であり、地域密着型の中小企業においては、
優秀な人材の確保や企業ブランドの確立、
顧客や金融機関による企業評価の向上など
に繋がり、持続可能な経営に寄与するとし
ている。
　全印工連 CSR 認定制度は、各社の強み
を活かし戦略性を高めるため、CSR 取組
項目を選択制に移行した。例えば、ワンス
ター認定は、「必須項目（コンプライアン
ス／環境／情報セキュリティ／雇用・労働
安全）」の 4 項目＋「任意項目（品質／財務・
業績／社会貢献・地域志向／情報開示・コ
ミュニケーション）」の中から 1 項目以上
を選択。全印工連では「企業価値の向上に
CSR 認定を活用して欲しい」としている。
　●申請書類は、応募申込書の到着後、全
印工連より申請書類が送られてくるので、
次の①から⑤を提出する。
　① CSR 取組項目チェックリスト、②法
令遵守宣誓書（所定様式）、③納税証明書（税
務署が交付した証明書）、④過去 3 年の行
政処分がないことの宣誓書（所定様式）、
⑤添付書類（CSR 取組項目チェックリス
トでチェックした項目を証明する書類）。
　●募集期間は 5 月 1 日（金）～ 7 月 31
日（金）認定登録は 2026 年 9 月を予定
　詳細は、「全印工連 CSR」で検索。
　※愛印工組での CSR 認定企業
　【スリースター認定】新日本印刷㈱／㈱
マルワ
　【ツースター認定】半田中央印刷㈱
　【ワンスター認定】木野瀬印刷㈱／豊橋
合同印刷㈱／㈱愛知印刷工業／大信印刷㈱
／㈱クイックス／富士凸版印刷㈱／㈱鈴木
紙工所

　環境省では、熱中症対策の普及・啓発資
料としてポスター・パンフレット・リーフ
レット・カード・動画など、各種の資料を
作成し、その活用を呼び掛けている。これ
らの資料は、個人・団体・企業・学校など
に関わらず、自由にダウンロードして使う
ことができる。また、個人名や企業名、ロ
ゴなども入れることができる。社内での掲

示やお得意先への配布などにも活用でき
る。利用にあたって、環境省への申請や連
絡をする必要はない。ただし、一部を加工
して利用する場合は、「環境省○○○（資
料名）を参考」などを記載し、加工が分か
るようにする。
　※資料は、環境省「熱中症予防情報サイ
ト」からダウンロードできる。

全印工連
CSR認定募集
（ワンスター認定）
締め切り日：7月31日

詳細はQRコード
から

■熱中症予防対策

普及啓発に利用できるフリー素材
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